
長野県

信州大学「りんご部隊」 ～ 「りんご」の魅力を全国に届けたい ～

（R8年3月作成）

● 設立のきっかけ

（農業・農村に関する活動を行っている大学生の事例）

● 活動内容

・30年以上前から信州大学教養部（現：全学教育機構）の
教授と理学部所属の学生たちが、三郷村（現・安曇野
市）のりんご農家を支援する活動を行っており、その活
動をさらに発展しようと、1988年に農学部にて「りんご
部隊」を設立。

・松本キャンパスの学園祭（銀嶺祭）で受け入れ農家から
提供されるふぞろいりんごをりんご飴などに加工品にし
て販売。本年度より伊那キャンパスでの学園祭（落葉松
祭）の販売も開始。

・りんご農家を招いて、りんご農家の実情とともに、食べ
比べや見分け方など、りんごをもっと知るための勉強会
を実施。

・週末に、学生を受け入れてくれる安曇野市のりんご農家
に出向き、季節ごとの農作業の手伝い。

・現在は、農学部以外にも経法学部など他学部からの入隊
もあり、今では約400名の大きなサークルとなっている。

美しいりんごにするための
色付け（葉摘み・玉回し）作業

恒例の京都大学への遠征



サークル設立：１９８８年設立 活動分野：援農（りんご栽培）
メンバー：３７６名 問合せ先：ringobutai.shindai@gmail.com HP：https://x.gd/PqGiO

● 活動の成果

● 特 徴

● 詳しい情報はこちら（サークル Instagram）

★ 概要 ★

・Instagramにて活動を発信しています！
・各種イベント情報も載せているので、フォ
ローをお願いします！

・長野県らしいことを楽しく学び・体験できるとともに、更
にりんごの魅力を知り、人々に伝えていく活動をしている。

・今年も無事京都遠征を行うことができ、活動理念である
「信州産りんごの美味しさを広めること」が達成できた。

・大人数のサークルであるため、隊員同士の距離を縮め、一
体感を高める工夫として、それぞれの特徴や出身地などを
もとに考えられた「りんごネーム」で呼び合ってい
る。そのため、気軽に交流できる雰囲気が形成されている。

・長年続く京都大学との交流として学園祭（11月祭）に参加、
受け入れ農家から提供されるりんごを販売、信州産のりん
ごの魅力を伝えている。

夏にはぶどう栽培にも参加

・今後は信州産の果物全般の魅力を伝える活動を行っていき
たい。

● 今後の展望

学年ごとにデザインの異なる
お揃いのパーカー
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